
淡
然
上
人

の
溜数
量
念
佛
め
血息
輩我

(
千
・

賀
)

法
然
上
入
の
歎
量
念
佛
の
意
義

千

賀

眞

順

一

法
然
上
入
以
前
に
於
け
る
日
本
漂
土
教
の
特
色
に
藪
量
の
念
佛
修
行
が
作
善

と
し
て
注
意
せ
ら
れ
る
。
印
ち
念
佛
信
仰
を
量
的
に
測
定
す
る
こ
と
で
顯
密
諸

宗
の
間
に
盛
ん
に
行
は
れ
た
。

干
安
朝
に
入
り
願
生
念
佛
者
が
そ
の
数
を
増
し
、
且
つ
唐
宋
と
の
交
通
が
盛

ん
に
な
り
法
相
宗
に
は
善
珠
、
護
命
、
昌
海
等

(往
生
極
樂
記
第
三
)
、三
論
に

は
澄
海
、
隆
海
、
永
観
、
珍
海
等

(極
樂
記
、
扶
桑
略
記
第
廿
二
)
あ
り
、
眞

言
に
は
萱
演
、
定
昭
、
深
箆
、一
濟
逞
、
聖
悪
、
畳
鍵

(廣
澤
流
)
、良
輝
、
實

範
、
明
遍
、
静
遍

(小
野
流
)
等
が
あ
る
。
特
に
天
毫
宗
は
摩
詞
止
襯
の
四
種

三
昧
の
作
法
に
基
て
傳
教
大
師
以
來
常
行
三
昧
を
修
し
、
口
に
常
に
阿
彌
陀
佛

の
御
名
を
唱

へ
、
心
に
常
に
阿
彌
陀
佛
を
念
ず
れ
ば
佛
に
接
し
、
そ
の
説
法
を

聞
く
こ
と
が
出
來
る
と
し
、触
慈
畳
大
師
は
そ
の
臨
終
に
不
噺
念
佛
を
遺
囑
し
た

か
ら
法
華
三
昧
よ
り
常
行
三
昧
に
重
黙
を
置
い
た
も
の
で
注
意
を
要
す
る
。
叡

喬
要
記
第
二
に
よ
れ
ば
こ
の
常
行
三
昧
堂
が
東
塔
、
西
塔
、
横
川
に
開
か
れ
、

漸
次
近
幾
地
匿
に
鑛
大
増
設
さ
れ
、
慈
慧
、
源
信
、
畳
運
等
の
修
道
と
相
侯
つ

て
盛
ん
に
な

つ
て
行
つ
た
。
か
く
李
安
中
期
よ
り
末
期
に
か
け
て
宗
教
的
興
奮

が
高
ま
つ
た
が
そ
れ
は
時
代
の
思
潮
が
強
く
動
か
し
且
つ
こ
れ
を
支
持
す
る
末

法
思
想
が
有
力
な
推
進
力
と
な
つ
た
こ
と
は
史
實
の
讃
明
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
常
行
念
佛
の
波
及
す
る
と
共
に
籔
量
の
念
佛
が
奪
重
さ
れ
る
流
行
を

見
た
の
で
あ
る
。
思
に
作
善
の
量
的
便
値
は
人
情
の
機
微
に
基
て
首
肯
さ
れ
る

自
然
の
現
象
で
あ
る
。
故
に
日
本
往
生
極
…樂
記
の
四
十
五
人
、
績
本
朝
往
生
傳

の
四
十
二
人
、
拾
遺
往
生
傳
本
末
の
百
五
十
人
、
本
朝
新
修
往
生
傳
の
四
十
一

人
、
高
野
山
往
生
傳
の
三
十
八
人
等
の
往
生
傳
牧
録
者
の
念
佛
修
道
者
に
多
分

の
籔
量
念
佛
思
想
を
獲
見
す
る
の
で
あ
る
。
信
仰
の
便
値
が
数
量
で
計
量
さ
れ

る
傾
向
が
あ
る
。
帥
ち
義
勢
が
毎
日
十
二
萬
の
念
佛
を
働
ん
だ
と
言
ひ
、
源
傳

が
夢
申
に
南
無
一
心
敬
禮
西
方
極
樂
教
圭
と
い
ふ
稻
名
を
三
十
六
億

一
萬
十
九

千
五
百
と
唱
へ
た
な
ど
は
信
仰
を
籔
量
で
精
密
に
算
出
し
た
事
例
で
あ
る
。
又

小
豆
念
佛
と
七
て
庶
民
階
級
に
風
靡
し
た
藪
量
念
佛
も
刻
明
に
計
量
さ
れ
て
ゐ

る
。
即
ち
往
生
傳
に
尼
妙
法
が
年
四
十
よ
り
毎
日
彌
陀
纒
、
仁
王
護
國
品
各

一

遍
、
観
音
経
十
巻
、
念
佛

一
萬
遍
を
唱

へ
た
外
、
豆
を
以
て
念
佛
を
歎
へ
凡
そ

五
十
七
餅
三
斗
に
及
び
嘉
承
二
年
八
十
三
歳
で
入
寂
、
叉
鞍
馬
寺
の
僧
重
恰
が

十
四
年
間
に
小
豆
を
以
て
念
佛
を
撒
へ
二
百
八
十
七
石
六
斗
に
及
び
、
叉
飛
鳥

寺
附
近
の
願
西
は
小
豆
念
佛
七
百
石
に
及
ぶ
、
叉
藤
原
頼
長
は
、
二
十
五
歳
よ

り
毎
年
父
の
同
向
の
た
め
四
百
萬
遍
の
念
佛
を
唱
へ
他
に
も
勧
進
し
て
三
千
五

百
五
十
七
石
に
及
ん
だ
と
い
ふ
。
又
か
の
慧
心
檜
都
は
二
十
五
三
昧
過
去
帖
に

二
十
倶
腫
遍

(
二
億
遍
)
の
念
佛
を
唱
へ
て
ゐ
る
。
作
善
の
量
を
競
ふ
こ
の
浮

土
教
の
性
格
は
自
力
的
、
苦
行
的
を
菟
れ
得
な
い
。
籔
量
を
強
調
す
る
結
果
は

不
安
は
何
時
ま
で
も
縫
績
し
遽
に
撒
と
り
念
佛
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
當
時

の
念
佛
三
昧
、
不
断
念
佛
乃
至
百
萬
遍
念
佛
は
貴
族
的
な
形
式
的
な
特
殊
な
修

道
で
あ
る
こ
と
明
了
で
あ
る
。
勅
傳
第
四
十
六
巻
に
法
然
上
人
六
十
五
歳
の
建

久
入
年
、
鎭
西
上
人
に
三
重
念
佛
と
て

「汝
は
天
毫
の
學
者
な
れ
ば
、
す
べ
か

ら
く
三
重
の
念
佛
を
分
別
し
て
き
か
し
む
d

一
に
は
摩
詞
止
観
に
あ
か
す
念

佛
、
二
に
は
往
生
要
集
に
す
ゝ
む
る
念
佛
、
三
に
は
善
導
の
立
て
給
ひ
つ
る
念

佛
な
り
と
て
く
は
し
く
こ
れ
を
の
べ
給
ふ
」
、
と
あ
る
摩
詞
止
翻
の
常
行
念
佛
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三
昧
、
印
ち
止
観
の
菌
方
法
と
し
て
の
念
佛
、
印
ち
歎
量
本
位
を
批
剣
さ
れ
て

ゐ
る
。
併
し
法
然
上
人
に
見
え
る
念
佛
の
籔
量
は
意
義
を
全
く
異
に
す
る
。

二

法
然
上
入

の
教

論
井

に
そ
の
門
原
に
念
佛

の
藪

量
が
酋
重

さ
れ
て
ゐ
る
黙
が

注
意
さ
れ
る
。
印

ち
勅
傳
第

六
巻

に

「
源
室
は
大
唐

の
善
導

和
倫

の
、
を
し

へ

に
し
た
が
ひ
本
朝

の
恵

心
の
先
徳

の
、
す

ゝ
め
に
ま
か
せ
て
構

名
念
佛

の
つ
と

め
長

肩
六
萬

返
な
り
。

死
期

や
う

や
く
ち
か
づ

く
に
よ
り
て
又

一
萬
返
を
く
は

へ
て
長
日
七
萬
返
の
行
者
な
り
と
そ
、
仰
せ
ら
れ
け
る
」
と
あ
つ
て
李
生
六
萬

遍
、
七
萬
遍
の
念
佛
を
唱
へ
ら
れ
、
上
人
の
傳
燈
を
縫
い
だ
聖
光
上
人
亦
毎
日

六
雀
の
阿
彌
陀
纒
、
六
時
の
禮
讃
、
六
萬
遍
の
念
佛
を
勘
め
ら
れ
る
、
(勅
傳
四

十
六
)
、又
謹
室
上
人
は
毎
日
浮
土
三
部
輕
を
讃
諦
し
、
念
佛
六
萬
(遍
を
構
す

る
(勅
傳
第
四
十
八
)
、兵
部
郷
李
基
親
は
上
人
の
教
を
信
じ
て
毎
日
五
萬
遍
の

念
佛
を
怠
ら
な
い
(勅
傳
第
二
十
九
)
、隆
寛
律
師
は
彌
陀
経
四
十
八
巻
、
念

佛
三
萬
五
千
遍
、
後
に
は
四
十
入
巻
の
讃
講
を
止
め
て
毎
日
八
萬
四
千
遍
を
構

す
る

(同
上
四
十
四
巻
)
、相
模
四
郎
朝
直
は
毎
日
六
萬
遍
を
誓
約
す
る

(同

上
)
。叉
後
白
河
法
皇
は
上
人
に
蹄
し
百
萬
遍
の
御
苦
行
二
百
飴
同
に
及
び
(同

ト
、第
十
)
と
あ
る
爲
日
課
萬
遍
念
佛
乃
至
百
萬
遍
念
佛
等
の
数
量
念
佛
を
割
め

ら
れ
て
、
摩
詞
止
翻
井
に
恵
心
流
念
佛
に
軌
を
一
に
す
る
教
読
や
に
想
察
さ
れ

る
。
併
し
塵
詞
止
観
や
往
生
要
集
に
あ
ら
ざ
る
善
導
所
立
の
本
願
念
佛
を
選
取

さ
れ
た
法
然
上
人
の
選
澤
集
に

「南
無
阿
彌
陀
佛
往
生
之
業
念
佛
爲
レ
先
」
と

云
ふ
て
翻
経
下
下
品
の

「具
二足
十
念
一構
=南
無
阿
彌
陀
佛
こ

の
意
に
よ
つ
て

念
聲
是

一
の
義
に
定
め
、
彌
陀
本
願
の
十
念
を
構
名
と
到
じ
往
生
の
決
定
業
と

確
定
せ
ら
れ
た
。
軍
な
る
籔
量
念
佛
と
全
く
異
質
の
念
佛
義
を
獲
見
し

「阿
彌

陀
佛
は
、

一
念
に

一
度
の
往
生
を
あ
て
を
き
た
ま
へ
る
願
な
れ
ば
、
念
ご
と
に

往
生
の
業
と
な
る
な
り
」
(暉
勝
房
に
示
す
御
祠
)
。そ
の
故
は
選
澤
集
に

「繹

迦

・
彌
陀

及
十
方

の
各

々
恒
沙
等

の
諸
佛
、

同

心
に
念
佛

の

一
行
を
選
撰

し
た

ま

ふ
、
鹸

行
は
爾
ら
ず
、

故

に
知
り

ぬ
、
三
経
共

に
念
佛
を
選
び

て
以

て
宗
致

と
す
る

の
み
」
(
第
十
六
章
)

と
て
自
力
で
な

い
苦
行

で
な

い
、
所
謂

藪

量

で

な

い
、
二

念
に

一
度

の
往
生
を
あ

て
を
き
た
ま

へ
る
」
佛

の
本
願
念

佛

こ
そ

萬
入

が
易
修

し
得

る
も

の
で
、
そ

の
念
佛

髄
瞼

よ
り

法
然

上
人

の
藪
量
念
佛

の

意
義
が
明
瞭

に
規
定

さ
れ
て
ゐ
る
め
故

に
拾
遺

和
語
燈

下

巻

に

「
百
萬

遍

の

事
、

佛

の
願

に
て
は
候
は
ね
ど
も
、

小
阿
彌
陀
輕

に
若

一
日
若

二
日
、

乃
至
七

日
念
佛
申
入
、

極
樂

に
生
ず
る
と
と
か
れ
て
候

へ
ば
、

七

日
念
佛
申

べ
き
候
。

そ

の
七
日
の
程

の
か
ず

は
百
萬
遍
に
あ
た
り
候

よ
し
、
入
師
羅

し
て
候

へ
ば
百

萬
遍

は
七
日
申

べ
き

に
て
候

へ
ど
も
、
堪

候
は
ざ
ら

ん
人

は
、

八
日
九

日
な
ど

に
も
申

さ
れ
候

へ
か
し
。
さ

れ
ば
と

て
百
萬
遍
申

さ

ら

ん
入

の
む
ま

る
ま
じ

き
に
て
は
候

は
ず
、

一
念
十
念
に
て
も
む

ま
れ
候
な
り
。

一
念
十
念

に
て
も
む

ま
れ
候
ほ
ど

の
念
佛

と
お
も

ひ
候
う
れ
し
さ
に
百
萬
遍

の
功
徳
を

か
さ
ぬ
る
に

て
候
な
り
」

と
教
誠

し
、
念
佛

の
日
課
藪

量
も
唯
輩

に
藪
量

を

省

ぶ

の

で
な

く
、

名
號
相
讃

に
意
義
が
あ
り
と
し
て

「
た

穿
撒
遍

の
多

か
ら

ん
に
は
過
ぐ

べ

か
ら
ず
。

名
號
を
相
綾
せ
ん
た
め
な
り
、

必
ず
籔
を
要
と
す
る
に

は
あ
ら
ず
。

た

ゞ
常

に
念
佛

せ
ん
が
た
め
な
り
、
籔

を
定
め
ぬ
は
癬
怠

の
因
豫
な

れ
ば
、

歎

遍

を
漿

む
る
に
て
候
」
(
百
四
十

五
箇
條
問
答
)

と
あ
り
、

選
澤
本
願

念
佛

の

意
義

の
絶
封
贋
値

を
獲
見
レ
膿
験
せ
る
法
然
上
人

の
念
佛
4義
に
現

れ
る
撒
量

の

意
義
は
撒
量

を
超

へ
た
上
の
念
佛

の
藪
量
で
そ
の
ま

ゝ
法
然

上
人

の
宗
教
的
特

色

を
獲
揮

せ
る
も

の
と
言

ふ
べ
き

で
あ
る
。

法
然
上
人

の
敷
量
念
佛

の
意
義

(
千

賀
)
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